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平成 27 年 10 月 7 日 

福島大学 経済経営学類 小山良太ゼミナール 

「おかわり農園」稲刈り、やります！！！ 

 
  

稲刈りの概要 

‣「おかわり農園」の稲刈りは、10 月 13 日（火）13 時半から下記の場所で行

います。日頃お世話になっている地域の農家の方に協力してもらい、当日は昔

ながらの手刈りと現代的なコンバインによる収穫の両方に挑戦する予定です。 
田植えの時にはたくさんの方に来ていただき、取材していただきました。今

回もぜひよろしくお願いします！ 

 

 

 
 
稲刈り後の予定 

‣今年度はイベント等での販売の他に 11 月 28 日（土）に実施する、米のおい

しさを競うコンテスト「福島・川俣米コンテスト」の開催に携わります。おか

わり農園米もコンテスト出品予定です。 

なお、コンテストの詳細については、下記 URL をご覧ください。 

（http://www.city.fukushima.fukushima.jp/soshiki/21/nousei15091401.html） 
 
今年の 5月 22 日（金）に行われた田植えは天候にも恵まれ、地域の農家の方

を含めたゼミ生約 20 人で苦戦しながらも遂行することができました。8、9 月

の大雨の影響が心配でしたが、今年もたくさんの稲穂が実っていて、収穫が楽

しみです。

松川 IC 近くの圃場 
(松川町字西町 64 番地) 
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これまでの経緯と活動 

‣地域経済を中心として勉強している私たちは、福島の復興・活性化のための活動の一

環としてこれまでのゼミ活動で福島屋台村の運営や、「マルシェ」に取り組んできました。

普段特別な意識をせずに消費者として生活している私たちが、これらの活動を通して福島

の食べ物や農産品の提供者という立場を経験してきました。消費者と提供者という二つの

立場を経験した私たちはそこから一歩踏み込んで、生産者としての立場から福島のさらな

る活性化を図ろうと考えました。そこで、前年度から学生が主体となり「おかわり農園」

というかたちで福島県産米の生産から販売までを実際にやってみる活動を始めました。 
 
昨年の様子 

 

  

 

 
代  表：福島大学経済経営学類教授 
     うつくしまふくしま未来支援センター副センタ―長（兼務） 小山良太 
学生代表：経済経営学類３年（小山ゼミナールゼミ長）         武山 蓮 
連 絡 先：080-5749-9906（専用ダイヤル）/ 
      024-504-2880（ふくしま未来食・農教育プログラム 当プロジェクト担当：棚橋） 
メ ー ル：r695＠ipc.fukushima-u.ac.jp 


